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第
二
十
五
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
国
際
建
設
産
業
企
画
官
」
の
下
に
「
、
国
際
市
場
整
備
推
進
官
」
を

加
え
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
次
号
」
の
下
に
「
及
び
次
項
」
を
、「
国
際
統
括
官
」の
下
に「
並
び
に
海
外
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
課
及
び
国
際
市
場
整
備
推
進
官
」
を
加
え
、
同
条
中
第
八
項
を
第
九
項
と
し
、
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
同

条
第
六
項
第
二
号
中
「
国
際
統
括
官
並
び
に
」
を
削
り
、「
国
際
建
設
産
業
企
画
官
」
の
下
に
「
、
国
際
市
場
整
備
推
進

官
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
及
び
国
際
建
設
産
業
企
画
官
」
を
「
、
国
際
建
設
産
業

企
画
官
及
び
国
際
市
場
整
備
推
進
官
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

５

国
際
市
場
整
備
推
進
官
は
、
命
を
受
け
て
、
国
土
交
通
省
の
所
掌
に
属
す
る
国
際
関
係
事
務
で
海
外
に
お
け
る
我

が
国
事
業
者
の
事
業
活
動
の
推
進
に
係
る
も
の
に
関
す
る
特
定
事
項
に
つ
い
て
の
海
外
市
場
の
開
拓
に
関
す
る
企
画

及
び
立
案
並
び
に
外
国
の
行
政
機
関
そ
の
他
の
者
と
の
調
整
に
関
す
る
事
務
（
国
際
統
括
官
及
び
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

第
三
十
八
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
企
画
官
」
を
「
企
画
室
並
び
に
企
画
官
」
に
改
め
、
同
条
中
第
三
項

を
第
五
項
と
し
、
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

企
画
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

国
土
の
利
用
、
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
基
本
的
な
政
策
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進

に
関
す
る
こ
と
（
他
課
及
び
計
画
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

二

国
土
政
策
局
の
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
協
力
に
関
す
る
こ
と
（
国
際
協
力
調
整
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。）。

３

企
画
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
三
十
八
条
の
二
の
見
出
し
中
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
調
整
官
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
並

び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
調
整
官
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
を
削
る
。

第
四
十
一
条
の
見
出
し
中
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
調
整
官
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中「
並
び
に
」

を
「
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
調
整
官
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
を
削
る
。

第
四
十
二
条
の
四
第
三
項
中
「
八
人
」
を
「
七
人
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
三
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
並
び
に
」
の
下
に
「
建
設
業
政
策
調
整
官
、」を
加
え
、
同
条
中

第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

建
設
業
政
策
調
整
官
は
、
命
を
受
け
て
、
建
設
業
課
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立

案
並
び
に
連
絡
調
整
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
四
十
三
条
の
四
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
建
設
産
業
振
興
室
」
を「
専
門
工
事
業
・
建
設
関
連
業
振
興
室
」

に
、「
専
門
工
事
業
高
度
化
推
進
官
」
を
「
建
設
市
場
整
備
推
進
官
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

専
門
工
事
業
・
建
設
関
連
業
振
興
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

専
門
工
事
業
の
高
度
化
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

二

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
経
営
の
方
法
の
改
善
及
び
技
術
の
向
上
の
た
め
の
方
策
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
並

び
に
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

三

建
設
工
事
の
下
請
契
約
の
適
正
化
に
関
す
る
こ
と
。

四

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
共
同
の
請
負
又
は
受
託
の
方
式
の
改
善
の
た
め
の
方
策
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
並

び
に
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

五

建
設
業
者
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
組
織
す
る
中
小
企
業
等
協
同
組
合
、
協
業
組
合
及
び
商
工
組
合
に
関

す
る
こ
と
。

六

測
量
業
の
発
達
、
改
善
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
（
国
際
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

第
四
十
三
条
の
四
第
三
項
中
「
建
設
産
業
振
興
室
」
を
「
専
門
工
事
業
・
建
設
関
連
業
振
興
室
」
に
改
め
、
同
条
第

六
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
専
門
工
事
業
高
度
化
推
進
官
」
を
「
建
設
市
場
整
備
推
進
官
」
に
改
め
、
同
条
第
一

号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

建
設
業
に
係
る
産
業
構
造
の
改
善
対
策
に
関
す
る
特
定
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す

る
こ
と
。

第
四
十
五
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
広
域
都
市
圏
政
策
企
画
官
、」を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
並
び
に
広

域
都
市
圏
政
策
企
画
官
」
を
削
り
、
同
条
中
第
七
項
を
削
り
、
第
八
項
を
第
七
項
と
し
、
第
九
項
を
第
八
項
と
す
る
。

第
五
十
九
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
河
川
計
画
調
整
室
」
の
下
に
「
、
国
際
室
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項

中
「
河
川
情
報
企
画
室
」
を
「
国
際
室
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
二
号
ず
つ

繰
り
下
げ
、
第
三
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

４

国
際
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

河
川
等
、
水
資
源
の
開
発
又
は
利
用
の
た
め
の
施
設
、
砂
防
設
備
並
び
に
地
す
べ
り
防
止
施
設
及
び
ぼ
た
山
崩

壊
防
止
施
設
に
関
す
る
中
長
期
的
な
計
画
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
国
際
関
係
に
係
る
も
の
に
関

す
る
こ
と
（
国
際
河
川
技
術
調
整
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

二

河
川
等
及
び
海
岸
に
関
す
る
事
業
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
国
際
関

係
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

５

国
際
室
に
、
室
長
を
置
く
。

６

河
川
情
報
企
画
室
は
、
河
川
等
及
び
海
岸
に
関
す
る
事
業
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る

事
務
の
う
ち
、
気
象
、
水
位
及
び
地
形
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
情
報
の
収
集
、
処
理
及
び
提
供
に
関
す
る
企
画
及

び
立
案
、
調
整
並
び
に
指
導
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
六
十
条
の
見
出
し
中
「
流
域
管
理
室
」
を
「
流
水
管
理
室
」
に
改
め
、「
水
利
技
術
調
整
官
、」を
削
り
、
同
条
第
一

項
中
「
水
利
技
術
調
整
官
、」を
削
り
、同
条
第
四
項
第
二
号
中「（
水
利
技
術
調
整
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」

を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
及
び
水
利
技
術
調
整
官
」
を
削
り
、
同
条
中
第
九
項
を
削
り
、
第
十
項
を
第
九
項
と
し
、

第
十
一
項
を
第
十
項
と
す
る
。

第
六
十
二
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
及
び
災
害
対
策
調
整
官
」
を
「
、
災
害
対
策
調
整
官
及
び
首
都
直
下

地
震
対
策
官
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
を
除
く
」
を
「
及
び
首
都
直
下
地
震
対
策
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

首
都
直
下
地
震
対
策
官
は
、
命
を
受
け
て
、
首
都
直
下
地
震
対
策
に
関
す
る
事
務
で
国
土
交
通
省
の
所
掌
事
務
に

係
る
も
の
の
う
ち
重
要
事
項
に
係
る
も
の
の
総
括
に
関
す
る
事
務
（
交
通
に
関
連
す
る
首
都
直
下
地
震
対
策
に
関
す

る
事
務
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

第
六
十
七
条
の
見
出
し
中
「
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
推
進
室
」
を
「
車
両
通
行
対
策
室
及
び
高
度
道
路
交
通
シ
ス

テ
ム
推
進
室
」
に
改
め
、「
及
び
車
両
通
行
対
策
官
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
道
路
交
通
管
理
課
に
、」の
下
に
「
車

両
通
行
対
策
室
及
び
」
を
加
え
、「
及
び
車
両
通
行
対
策
官
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項

中
「
車
両
通
行
対
策
官
」
を
「
車
両
通
行
対
策
室
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
中
第
三
項
を
第
五
項

と
し
、
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

車
両
通
行
対
策
室
は
、
車
両
の
通
行
の
規
制
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

３

車
両
通
行
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
六
十
八
条
の
見
出
し
中
「
道
路
経
済
調
査
室
」
を
「
国
際
室
、
道
路
経
済
調
査
室
」
に
、「
、
道
路
計
画
調
整
官
及

び
国
際
道
路
調
査
官
」
を
「
及
び
道
路
計
画
調
整
官
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
企
画
課
に
」
の
下
に「
、
国
際
室
」

を
加
え
、「
、
道
路
計
画
調
整
官
及
び
国
際
道
路
調
査
官
」
を
「
及
び
道
路
計
画
調
整
官
」
に
改
め
、
同
条
中
第
八
項
を

削
り
、
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
二
項
中
「
道
路
事
業
分
析
評
価
室
及
び
国
際
道
路

調
査
官
」
を
「
国
際
室
及
び
道
路
事
業
分
析
評
価
室
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次

の
二
項
を
加
え
る
。

２

国
際
室
は
、
道
路
の
規
格
構
造
及
び
施
工
基
準
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
道
路
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る

国
際
関
係
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

３

国
際
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
七
十
一
条
の
見
出
し
中
「
地
域
道
路
調
整
室
、」を
削
り
、「
並
び
に
」
の
下
に
「
地
域
道
路
調
整
官
及
び
」を
加
え
、

同
条
第
一
項
中
「
地
域
道
路
調
整
室
、」を
削
り
、「
沿
道
環
境
専
門
官
」
を
「
地
域
道
路
調
整
官
及
び
沿
道
環
境
専
門
官

そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第

八
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

地
域
道
路
調
整
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

地
域
道
路
（
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
安
全
性
若
し
く
は
利
便
性
の
向
上
又
は
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図

る
た
め
の
道
路
を
い
う
。）の
整
備
に
関
す
る
特
定
事
項
に
つ
い
て
の
調
整
、
指
導
及
び
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

二

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
幹
的
な
市
町
村
道
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。
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